
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 67 単位 21 単位 44 単位 2 単位 0 単位 0 単位

120 人 105 人 人 0 % 5 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 2

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 5

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 67

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 2

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

株式会社Blanc、有限会社ウィスタリアフィールド、株式会べティ、HAIR７７４、有限会社ビューティサロンニュースタイル、株式会社ライブス、株式会社AUBE、有限
会社美髪　他

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.yic.ac.jp/bm/

100
■進学者数 0
■その他

6

うち企業等と連携した演習の単位数 6

うち必修単位数 67

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和7年度卒業生）

47
■地元就職者数 (F) 32
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

68

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 47
■就職希望者数 (D)　　　　　： 47
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和8年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
厚生労働省指定美容師養成施設であり、美容師国家試験合格を目標とし、専門的な美容技術・知識の習得を目指す。企業連携・外部イベント等の参加を通じ、実践力、責任
感、想像力、コミュニケーション力を身につけ、自発的に物事を考え自ら判断し、率先して行動できる人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能資格：美容師国家資格・ビューティ・ビジネス実務検定・ヘアケアマイスター認定試験（JHCMA）・パーソナルカラリスト検定（JAPCA）・日本メイクアップ技術検定３級
（JMA）・ネイリスト技能検定３級、ジェルネイル初級検定　（JNEC）・ABEまつ毛エクステンション検定　他

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生専門課程 美容学科 平成20(2008)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年７月３１日

754-0021

083-976-8210
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人ＹＩＣ学院 平成18年9月26日 井本　浩二 山口県山口市小郡黄金町２番２４号
754-0021

083-976-8210

ＹＩＣビューティモード専門学校 平成18年3月13日 河津　道正 山口県山口市小郡黄金町２番２４号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

衛生



種別

①

③

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

国家試験実技指導において、立体図形がイメージできない学生が増加傾向にある。そのため、2026年度に「デッサン画」の
授業導入を計画する。目的：「空間認識能力の強化」による頭の中で立体イメージ力を養う。また、その中で、優れたデッサ
ン力が見込める者に、「学生技術大会・ヘアデッサン画部門」にエントリーも可能となる。

河津　道正 校長

令和 8年4月1日～
令和10年3月31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

佐竹　章宏 山口県美容業生活衛生同業組合
令和 8年4月1日～
令和10年3月31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
・学科の専門性に関する動向や地域産業振興の方向性等について意見交換を通じて、より実践的な職業教育の質を確保
することを         目的とした員会（教育課程編成委員会）を置く。
・審議事項は次の事項とする：カリキュラムの企画・運営・評価、各授業科目の内容・方法の充実及び改善、教科書・教材の
選定              教員研修。
・委員会には学校関係者のほか、専攻分野に関する企業等の役員または有識者を１人以上加えることとし、企業等との連
携を密にする 。　            　     　（以上 ＹＩＣビューティモード専門学校　教育課程編成委員会規則 より抜粋）

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

・「学校法人ＹＩＣ学院は、設置する専門学校各校の各学科に、専門性に関する動向や地域産業振興の方向性等について
意見交換等を   通じて、より実践的な職業教育の質を確保することを目的とした委員会を置く。」
（学校法人 ＹＩＣ学院　教育課程編成委員会規程第2条より）
・カリキュラムは、教育課程編成委員会の意見等を参考に、学内教育課程編成委員会において編成する。教職員会議での
検討を経た後、理事会の承認を受け最終決定。
・授業内容・方法の改善・工夫等については、教育課程編成委員会の意見を参考に、可及的速やかに対応する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

保多盛　栄 START美容室
令和 8年4月1日～
令和10年3月31日（２年）

令和8年7月31日現在

山村　朋之 株式会社ライブス　代表取締役　社長

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（10月、3月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年10月23日　14：00～15：00
第２回　令和8年　3月26日　14：00～15：00
0

千村　希人 副校長

三船　龍 事務長

大宮　友美子 教務課長

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



科　目　概　要

技術補助、タオル・クロス洗濯、接客
（雑誌、飲み物提供等）、サロン内
マナー、流れの修得、美容基礎技術
の習得

メイク２級検定対策、着付け、ヘアア
レンジ、ブライダルコーディネイト、ア
イラッシュなど、高度な技術を学ぶ。

ヘアデザイン、フォトクリエイティブ技
術ヘアカラー技術の高度なテクニック
を学ぶ。

トータルビューティ演習 県内外契約サロン

県内外契約サロン

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
・山口県内の、学生の住居近くの施設を選定している。
・学生の興味分野や就職希望分野（進路）も踏まえ、実習指導者との連携がとれる施設を選定している。
・指導者の監督の下、見学・実習を行い職業理解に努める。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

インターンシップ 県内各美容所登録済サロン

企業連携の方法

カットクリエイティブ演
習

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

・実習、演習においては企業間と「講師派遣契約書」、科目について「覚書」を交わしている。
・実習・演習の方法・成績評価の方法について実習指導者・教員・学生間で共有している。
・実習期間中は教員が電話あるいは訪問して状況確認を行い、問題があれば対応について協議する。実習指導者が記入
する成績評価表、実習終了後に行う報告会での報告内容を踏まえ、教員が最終成績評価・単位認定を行う。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

「サロンと教育　それぞれの現状と対策」、「専門学校における危機管理」、「学生の理解と支援」、「メンズト
レンドカット」（研修４講演）

令和７年度即戦力養成講習会 連携企業等： （公社）日本理容美容教育センター

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

（教員の研修等の基本方針）
・ＹＩＣグループ教職員研修規程に基づき計画的に研修を実施している。
・常に変化する業界動向に合わせて、技術・知識の確認をするために、企業企画・イベントの参加を推奨している。
・資格取得のための研修を推奨している。

令和７年度中国地区理容美容学校施設長・校長・および
教職員研修会

連携企業等： 中国地区理容美容学校協議会

令和７年１０月１８日（土）１３：３０～１６：４０
令和７年１０月１９日（日）　９：００～１１：４０

対象： 施設長・校長・教職員

②指導力の修得・向上のための研修等

発達障害の学生への具体的なかかわり方、最新ハラスメント防止研修、情報セキュリティ研修　他

令和７年度YICグループ教職員研修（冬季） 連携企業等： 学校法人ＹＩＣ学院

令和７年１２/２３（火）、１２/24（水）、１２/２５（木） 対象： 教員

心理的安全性を育む対話力、効果的学級経営、KPT法を用いた広報研修　他

令和７年度YICグループ教職員研修（夏季） 連携企業等： 学校法人ＹＩＣ学院

令和７年 8/19（火）8/20（水）

令和７年　８/２５、１０/２７、１１/１０、１１/１７、１２/１
　　　　　　９：４５～１６：００

対象： 資格教員

接遇・マナー講習、クリエイティブ・テクニカルスタイル講習

対象： 教員



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和８年（全５回）
９/２８、１０/１６、１１/９、１１/３０、１２/14

対象： 資格教員

詳細未定

令和８年度　ＹＩＣグループ教職員研修（夏季） 連携企業等： 学校法人ＹＩＣ学院

令和８年８月２１日（金）～８月２５日（火） 対象： 教員

令和８年度中国地区理容美容学校施設長・校長および教
職員研修会

連携企業等： 中国地区理容美容学校協議会

令和８年１０月３日（土）、１０月４日（日） 対象： 施設長・校長・教職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

②指導力の修得・向上のための研修等

「授業改善ワークショップ・学生と主体的な学びをデザインする」、「現場で活きる！学生理解とサポート実
践ワークショップ」

未定

令和８年度即戦力養成講習会 連携企業等： （公社）日本理容美容教育センター



種別

卒業生代表

高校関係者

保証人等代
表

職能団体

企業代表

企業代表

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
・学校関係者評価委員会において、本校が行う自己点検評価の結果と根拠を示し、とくに当該年度の重点項目を中心に意
見等を まとめ報告書を作成していただく。
・学校関係者評価委員会からの報告書に基づいて本校の自己点検評価を見直し、次年度の改善計画における重点項目を
決定する。 これらについて年報・ホームページ等で公表する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動 ２　教育の内容
（４）学修成果 ４　教育目標の達成度と教育効果
（５）学生支援 ５　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 １　建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標
（２）学校運営 ７　管理運営

（９）法令等の遵守 ７　管理運営
（１０）社会貢献・地域貢献 ６　社会的活動
（１１）国際交流

柴田　こず恵
美容学科平成20年3月卒
Y's hair GRAN TERRACE

令和6年4月1日～
令和8年3月31日

縄田　典行
学校法人　　高川学園高等学校　就職進路部
部長

令和6年4月1日～
令和8年3月31日

（６）教育環境 ３　教育の実施体制
（７）学生の受入れ募集 ５　学生支援
（８）財務 ８　財務

（３）学校関係者評価結果の活用状況
・本校で実施した自己点検評価・改善計画を学校関係者評価委員会に提出し、意見・協議結果をもとに学校機能評価報告
をまとめ年報・ホームページで公開する。改善計画にもとづき学校運営や教育の改善を計画的に行う。またシラバスがテキ
ストの目次に基づくものが多く、具体性がない。今後、シラバス・コマシラバスの整備をインストラクショナル・デザインを取り
入れて改善していくことに決定した。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿                                                                 　　　令和８年３月３１日現在

名　前 所　　　属 任期

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　）
URL： https://www.yic.ac.jp/bm/disclosure/
公表時期： 令和8年7月31日

在校生　保証人
令和6年4月1日～
令和8年3月3１日

佐竹　章宏 山口県美容業生活衛生同業組合　理事長
令和8年4月1日～
令和10年3月31日

糸賀　義将
有限会社　ビューティサロンニュースタイル
代表取締役社長

令和6年4月1日～
令和8年3月31日

山村　朋之 株式会社ライブス　代表取締役　社長
令和6年4月1日～
令和8年3月31日

安達　祐樹



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 各学科（コース）等の教育
（３）教職員 教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
							
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の趣旨に則り、原則として、ガイドラインが推奨する内容
（提供する情報の項目例）全てについて、ホームページ上にて情報提供する。											
											
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 学校の評価
（１０）国際連携の状況 国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学生生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援

ホームページ
URL： https://www.yic.ac.jp/bm/disclosure/
公表時期： 令和8年7月31日

（１１）その他 その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
関係法規・制
度

法制度の概要や衛生行政の概要、その他、
美容師法に関連することを学び、安心、安
全を提供できる知識・技術と関連して学
ぶ。

2 30 1 ○ ○ ○

2 ○ 衛生管理
一般的な「公衆衛生、環境衛生、感染症」
を学び、「衛生管理技術」を理解すること
で公衆衛生の向上に努める基礎を学ぶ。

1・2 90 3 ○ ○ ○

3 ○ 保健

人体の構造、機能について頭頸部を中心に
学び理解を深める。また皮膚とヒヒの付属
器官の詳細を学び、お客様の健康状態を判
断する知識を学ぶ。

1・2 90 3 ○ ○ ○

4 ○ 香粧品化学
シャンプー、トリートメント剤、カラー、
パーマ剤などの原材料知識、使用方法、注
意点などを学ぶ。

1・2 60 2 ○ ○ ○

5 ○ 文化論
日本の美容業の歴史、ファッション文化史
（日本、西洋）礼装に関する知識、ファッ
ションの造形原理など

1・2 60 2 ○ ○ ○

6 ○ 美容技術理論
器具の取り扱い、デザイン、色彩等、美容
技術の理論全般を学ぶ。

1・2 150 5 ○ ○ ○ ○

7 ○ 運営管理
美容業にとかkした接客、経営戦略、マーケ
ティング、経営管理、労務管理、健康管理

2 30 1 ○ ○ ○

8 ○ 美容実習

シャンプーイング、ヘアカッティング、
パーマネントウェービング、
ヘアセッティング、ヘアカラーリング、
エステティック、ネイル技術、メイクアッ
プ、着付（花嫁、浴衣）ヘアアレンジなど

1.2 900 30 ○ ○ ○

9 ○
カットクリエ
イティブ演習

ヘアデザイン、フォトクリエイティブ技術
ヘアカラー技術の高度なテクニックを学
ぶ。

2 120 4 ○ ○ ○ ○

10 ○
ト ー タ ル ・
ビューティ演
習

メイク２級検定対策、着付け、ヘアアレン
ジ、ブライダルコーディネイト、アイラッ
シュなど、高度な技術を学ぶ。

2 120 4 ○ ○ ○ ○

11 ○ 総合基礎
カット、メイク、ネイル等の専門基礎技術
を修得修得し、評価する。

1 150 5 ○ ○ ○ ○

12 ○
進級・卒業制
作

テーマに基づき、１年次学習成果をウイッ
グ制作で表現し、技術、知識の習得度を評
価する。2年間の学習成果（全演習）を駆使
して人体モデル１体以上仕上げ、評価す
る。

1.2 60 2 ○ ○ ○ ○

13 ○ 国試対策
国家試験課題実技試験（第１，２課題）を
修得するための演習（実技・衛生面）と
筆記試験対策

2 90 3 ○ ○ ○

14 ○
インターン
シップ

技術補助、タオル・クロス洗濯、接客
（雑誌、飲み物提供等）、サロン内
マナー、流れの修得、美容基礎技術の習得

1 60 2 ○ ○ ○ ○

15 ○ 一般教養Ⅰ
サービススタッフの資格、専門知識、
一般知識、体人技能、実務技能

1 60 2 ○ ○ ○

16 ○ 一般教養Ⅱ
サービススタッフの資質、専門知識
一般知識、対人技能、実務技能の応用

2 60 2 ○ ○ ○

16

期

週

合計 科目 67 単位（単位時間）

授業科目等の概要

衛生専門課程　美容学科
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

16

卒業要件：

卒業年次の年度末において次の要件のすべて満たしている者は、卒業判定会
議を経て校長が卒業を認定する。
ａ．美容学科においては、履修単位の合計が６７単位以上であること。
　　ただし、美容師養成施設必修課目４７単位、美容師養成施設選択
　　必須課目２０単位以上であること。
ｂ．当該年次の学費、教材費等が納められていること。

履修方法： 履修方法は講義、演習、実習

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


